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（広域での連携体制の強化を）熊本の被災地において                               

は被災者が被災者を支援しなければならない場面に遭                               

遇した。これは災害後長期にわたっての被災者の精神                                

的ストレスとなることが考えられる。日頃から被災地                              

以外の近県で支援体制、情報発信できる広域支援のし                               

くみを作ることの必要性について市長に質問。現在東                 京都小平市                              

京都小平市との提携を結んでいるが、熊本地震の状況                               

から精査して国、県との協議を行い現状にあった具体                                   

的対策を検討するとの答弁があった。                                                                            

（ボランティア受け入れに関してコーディネートす                              る

場所の設定が必要ではないか）宗像市地域防災計画                                  

に基づき、庁舎内での災害対策マニュアルは各課に                             に設

設けられており、ボランティア対応は社協が中心と                              と

なって行っているが、様々なボランティア内容、他                               

自治体からの受け入れをする場合には、ボランティ                                   

アのコーディネートをする場所が必要ではないかと                              要

いう質問に対して、災害という特殊な状況において                                 

は、ボランティアに関しても想定外の状況や対応が                                 

迫られることが予測。縦割りの弊害なくし各部所が                               

さらに連携する必要があると答弁があった。                                      

（福祉避難所との連携、避難行動要支援者の避難訓                              練

練の実施などの状況について）福祉避難所の受け入                                  

れ人数を事前に決定しておくことは困難か、避難行                               

動要支援者は名簿によって把握されているが、災害                              時

時に誰が責任をもちどこに誘導するかをイメージす                              る

るためには避難訓練を実施することが必要ではない                              か

かとの質問に対して、要支援者に関しては、一度指                              定

定避難所に避難した後に、避難場所の振り分けをす                              る

るしくみを作っている。災害時の支援者人数、福祉                              所

避難所の体制は想定できないため福祉避難所の事前                               

避難人数の決定は困難であると答弁があった。 
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        んん   ◆想定外の福祉避難所の現状◆                   

         50 名定員の利用者に対して１００名を受け入

れた福祉避難所。介護する職員も被災者であ

り、家が半壊、車中泊しながら介護に従事。

このことから災害時に福祉避難所がうまく機

能するための検討が必要だと感じた。                        

  

語らい 

出会い 

 
本年 4 月に発生した熊本地震は、阪神淡路大震災級の地震規模マグニチュード７．３であり前例のない前震、

本震という形態をとった。熊本市東区、福祉避難所においてのボランティア経験を通して感じた災害の実情も踏

まえ、様々な視点から本市の災害対策が、災害発生時に実践対応できるものかを質問した。 

 
（2016年 4月 29日 公明新聞記事より） 


